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● 主な取り組み• 活動 

 慢性期（脳卒中であれば、発症後 6 か月以

降）あるいは、生活期（生活の場を家庭や施

設に移し、生活のケアやリハビリを行う期間）

におけるコミュニケーションや食べたり飲み

込んだりすることの問題及び、それらに対す

る言語聴覚士の関わりについての研究を行っ

ています。 

① 「できる」-「している」の乖離を払拭する

治療に関する研究 

 リハビリテーションの実施によって訓練

の時に「できる」ことが増えても、普段の生

活で「する（している）」ことがなかなかで

きない方もいらっしゃいます。慢性期（生活

期）では、このような「できる」能力と「し

ている」能力の乖離を払拭し、その方が最大

限のお力を生活内で使いこなせるように援

助することが求められています。 

 集団コミュニケーション療法の、特に少人

数（2～5 人）での実施が、失語症や話し言

葉の障害をお持ちの方の「できる」-「して

いる」の乖離払拭に適していると考え、実践

と検証を行ってきました。 

② 当事者の視点（想い）に関わりに関する研究 

 生活の場で、最大限のコミュニケーション

能力を発揮するためには、当事者のコミュニ

ケーション障害に対する視点や想いを理解し、

それに応じた援助を行うことが必要です。 

 わが国における当事者の視点に関する研究

は、失語症に比べ、話し言葉の障害において

少ないため、話し言葉の障害をお持ちの方や

そのご家族の視点や想いを理解するための調

査を行い、どのような援助が必要かを検討し

ています。 

③ 認知機能の摂食・嚥下機能への影響に関する

研究 

 慢性期では、認知機能障害によって「どん

な物を、どのタイミングで、食べる（飲む）

のか」などを判断することが難しいために、

食べたり、飲み込んだりすることが難しくな

っていることも少なくありません。 

 そのため、認知機能が食べたり、飲み込ん

だりすることにどのように影響しているの

かを、また、認知機能障害による悪影響を軽

減するための方法を検討しています。 

 

● 今後の目標• 抱負 

 当事者の視点（想い）を把握した上で、ま

た、認知機能が摂食・嚥下機能にどう影響し

ているのかを解明した上で、必要な援助方法

を具体的に提案していきたいと思います。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 当事者の視点（想い）を広く社会に認知し

てもらうために、行政や職能団体と連携して

いきたいです。また、集団コミュニケーショ

ン療法、摂食・嚥下障害に対する介入の実践

では、医療機関や介護施設と連携していきた

いです。 
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